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 ポンティングは 1870 年 3 月 21 日にイギリスのウィルトシャー州で生まれ、銀行家の父と旧家出身の

















図 0.2.	 南極大陸でのハーバート・ジョージ・ポンティング、1910 年	 
	 
3. ポンティングが撮影した写真について	 
	 ここで、現在確認できるポンティングが撮影した写真の総数、及びその内容について整理してみたい。	  
	 写真史家テリー・ベネット(Terry Bennett, 生没年不明)によれば、日本でポンティングが撮影し、刊行
された写真は、1000 枚以上になるという6。たとえば、彼の作品は、写真集、ステレオ写真群、そして
雑誌など様々な媒体で発表されてきた。 
	 まず、ポンティング自身の写真集には、『富士山』Fuji–san (1905)と『日本研究』Japanese Studies(1906)









	 また、ステレオ写真家として知られていたポンティングは、1901 年から 1906 年の間に、複数のステ
レオ写真出版社から撮影依頼を受けて日本を訪れていた。まず、1901 年、H.C.ホワイト・カンパニー(H.C. 
White Company)からの依頼によって初めて来日し、数百枚にも及ぶ写真を撮影したという。そのうち 200
枚が『日本の風景』View of Japan として出版された8。1903 年には、アンダーウッド＆アンダーウッド
社から依頼を受けて再び来日し、その際に新たに撮影した 92 枚の写真が『立体鏡で見る日本』として





Life には 20 枚、そしてアメリカの雑誌『ザ・ワールズ・ワーク』The World’s Work には 6 枚の合計 26
枚の写真が雑誌に掲載されたことが明らかになっている。しかし、ポンティングの著書『逸楽の国	 日




ティングの写真だけでも、およそ 700 枚以上となり、アーノルドが指摘するように少なくとも 1000 枚
以上の写真が存在しているということは間違いないだろう。 
	 さらにこの写真家は、1910 年から南極でも撮影を行っていた。南極で彼が撮影した写真は、現在、ス
コット南極研究所(Scott Polar Research Institute)の「ハーバート・ポンティングの南極写真コレクション」
(The Antarctic photographs of Herbert Ponting)に所蔵されており、その数は 1700 枚以上になるという11。『南
極写真 1910–1916––スコット、モーソン、そしてシャクルトンの探検隊』Antarctic Photographs, 1910-1916: 




界』The Photographer of the World:Herbert Ponting (1971)や『世界の写真家––ハーバート・ポンティング伝』
The Photographer of the World:Herbert Ponting (1969)の中で確認することができる13。『ハーバート・ポン












































ーや書簡を交えながら 100 ページほどにわたり書かれている。また、『逸楽の国	 日本にて』について
アーノルドは、多くの写真とともに日本での体験を紹介したことで、出版当時、高い評価を得ていたと
指摘している17。 














の原書は、300 ページを超えており、彼が撮影した 107 枚の写真は、それぞれ一ページを全て使って掲
載されている。視覚的情報の豊富なポンティングの著書は、それまで邦訳されてきた明治期の紀行文と
は異なり、来日外国人が見た日本を鮮やかに提示したということができるだろう。 
	 日本の写真史について書かれたベネットの著書『日本の写真	 1853–1912』Photography in Japan:1853–
1912 (2006)には、ポンティングについての記述を確認することができる20。この著作によれば、ポンテ
ィングが来日した 1900 年代は、日本人写真家が日本の写真界を牽引し始めた時期とされている。同じ




































	 第 1 部は、第 1 章から第 3 章までとし、ここではポンティングの美学を扱う。 




















	 以上、ここまでが第 1 部である。以下、第 2 部「ポンティングが捉えた日本」は、個々の被写体につ
いての分析である。 
	 第 4 章「ポンティングが捉えた自然」では、彼独自の視点と被写体の提示方法を浮き彫りにする。そ
の際に、英国公使夫人であり作家であったフレイザーの文章と、ポンティングの撮影した写真によって
構成された富士をテーマとした記事「聖なる日本の山」“The Sacred Mountain of Japan”を扱う。フレイザ
ーと対比させることで、ポンティングが考える写真家としての使命が明らかになるだろう。 


























































































	 1867 年から、オサリヴァンは、地質学者クラレンス•リバース•キング(Clarence Rivers King, 1842–1901)
をはじめとする様々な踏査団に加わり、まだ白人が足を踏み入れていない未開の地であったアメリカ西
部の自然を撮影していく。彼の写真は、それまで曖昧にしか知られていなかったアメリカ西部の真実を

























	 28 歳の時、アダムスは、画家ジョージア•オキーフ(Georgia O’Keeffe, 1887–1986)や写真家ポール•スト
 14 
ランド(Paul Strand, 1890–1976)と共通の友人を経て知り合う35。その際にストランドのネガティブを見て、






































































































	 図 1.2 と図 1.3 では、a、b、c、d と A、B、C、D が黄金分割点となっていることがわかるだろう。す
でに述べたように、分割点の一つに被写体を配置することで、画像に安定感が出て、美しい構図がつく
られる。ここで、クールベの作品を見てみると、d の部分に白い波しぶきが描かれ、ポンティングの写
真の D の部分には、ヨットが配置されている。 
 




図 1.3.	 ポンティング「サンフランシスコ湾」1910 年	 
 
	 クールベの d には、白い波しぶきが勢いよく砕けていく様子が確認でき、a では、さらに連鎖的に打
ち寄せる波が立ち上がっている。a から d にかけては、波の動きがもっとも激しくなっている様子がわ
かるだろう。他方、ポンティングの D には大きなヨットが帆を上げずに浮かんでおり、A 付近にあるも
う一艘のヨットは帆先を正面に向けている。クールベの場合は、明らかに a と d の 2 点にわたり波の連
鎖が描かれ、ポンティングの場合には、D におけるヨットとヨットの進行方向を示すように A にも一艘
のヨットが配置されたのである。これらの作品に共通して言えることは、2 つの分割点を結ぶようにし
て、動きが表現されていることである。 
	 つぎに黄金分割における水面を見てみたい。クールベの作品では、e から f の線を境として、画像が
空を占める雲と海を覆う波に二分割されている。このことによって、水面が鑑賞者の視点の高さと同じ
になり、その結果、波が目の前に迫ってくるような勢いと圧迫感が視覚的効果として生み出されている。
他方、ポンティングの写真では、E と F によってできる線は水面の色彩のトーンの違いによって画像を
2 つの部分——明るい水面と暗い水面および丘稜——に分けているものの、実際には水面と丘稜を区切る線
は E から F の線よりもかなり上に位置している。鳥瞰図となっているために、全体を見渡すことができ
るため、見るものには客観的な眺望を与えると同時にゆったりとした気分をもたらす効果が得られる。 






































図 1.5.	 	 ミレー「種をまく人」1850 年	 
	 
	 ミレーの「種をまく人」に黄金分割をあてはめてみると、a と b に両膝、d に腰、c に腕とすべての分





図 1.6.	 ポンティング	 「川での仕事」1901 年－1906 年頃	 
 
	 他方、ポンティングの写真「川での仕事」の構図では、船頭の身体は、おおよそ N、M、O の三角形
の中に収まっており、そうなることで、この船頭の細い身体がたとえ斜めに配置されていても、見る者
は間違いなく安定感を感じることができる58。また、裸体の船頭のちょうど臀部が A に位置しており、






























































































アム•ギルピン(William Gilpin, 1724–1804)によって最初に明確な定義が試みられた。1792 年、ギルピン
は、ピクチャレスクの概念、ピクチャレスク・ツアー、そしてスケッチにおけるピクチャレスクという
































	 ギルピンがピクチャレスクを提唱した後、1794 年、造園家ウヴェデール•プライス（Sir Uvedale Price, 




































以降、5 節から 7 節まで「記録性の高い写真」、「記録性と芸術性の混在する写真」、「芸術性の高い写真」
の三つに分けて、実際に美的概念を考慮しながらポンティングの特徴を考察していこう。 
 































































引用:It is like the open door of the infernal regions. Those vapors are sulphur smoke and scalding 
steam….There are sounds of boiling and bubbling as of the Evil One’s own caldron, and every little 

























































































































































































第 2章	 表現に対するポンティングの姿勢	 


































































	 彼が 1890 年以降に所属した写真団体は、アメリカン・アマチュア・フォトグラファー協会(1891 年)、
ニューヨーク・カメラ・クラブ(1896)、イギリスのリンクト・リング(Linked Ring) (1894)である122。リン
クト・リングは、イギリスのピクトリアリズムを推進する団体であったが、スティーグリッツは、アメ






















いる126。そして、田野(2002)は、1890 年から 1905 年のスティーグリッツの活動を考察し、この期間に彼
が写真を芸術まで高め、認知させることを目標とし活動していたと述べている127。 



















	 ストレート•フォトグラフィーの定義は、1904 年に美術批評家サダキチ•ハートマン(Sadakichi 

















ォトグラフィーの概念は、グループ F/64 の主張へとつながっていく。	 



























































































引用：The painter learns his technique in order to speak, and as more than one painter has told us, 
“painting is a mental process,” and as for the technique they could almost do that which with their feet. 
So with photography, speaking artistically of it, it is a very severe mental process, and taxes all the 












引用：Nature does not jump into the camera, focus itself, expose itself, develop itself, and print itself. 
On the contrary, the artist, using photography as a medium, chooses his subject, selects his details, 
generalizes the whole in the way we have shown, and thus gives his view of nature. This is not copying 
or imitating nature, but interpreting her, and this is not all any artist can do, and how perfectly he does 















引用：the artist sees deeper, penetrates more into the beauty and mystery of nature than the 
commonplace man. The beauty is there in nature….Naturalism premises that all the suggestions for the 













引用：Retouching is the process by which a good, bad, indifferent photograph is converted into a bad 



















































































































































図 2.6.	 クールベ「石割り」1851–52 年	 
 
	 クールベは、伝統的な絵画の技法を若い段階において習得し、常に新しいことを試みようとする画家




















































図 2.7.	 ポンティング「ベナレスの神聖なガンジス川におけるヒンデュー教徒の祈りと水浴び」 




































6.3. 陰を用いた表現：「夕方	 シュテリゼ湖からのマッターホルン」	 



































































































は、その生涯において、93 回の転居、ある時は 1 日 3 回の引っ越しをすることもあったことで知られて







れた176。彼は 1849 年に死亡している177。 
 




















































































引用：He had a reason to be proud of the numerous photographs of Mount Fuji and the equal of the 
studies that were to follow of the Alps and of Mount Erebus and the Lister Range in Antarctica. 
Ponting sought different views and varying conditions with a doggedness which deserved the results he 
frequently secured – and landscape photography undoubtedly the greatest strength of In Lotus-Land as 


























ャーナル』The Geographical Journal に掲載されている200。 
	 
	 	 	 図 3.1.	 ポンティング「精進湖の倒富士」1905 年	 	 	 	 	 
 65 










図 3.4.	 ウェストン	 黄金分割	 
	 
	 上記のウェストンの写真に、黄金分比を当てはめてみると、撮影者の視点がどこにあるのかを知るこ
とができる。この写真では、n から o にかけての縦の線がほぼ富士山の中心にあることから、彼の視線
の先には、富士山と鏡映する富士があったことがわかるだろう。他方、図 3.3 のポンティングが撮影し























































































































図 3.7.	 岷雪「箱根山中」1771 年	 
	 










図 3.9.岷雪「保土ヶ谷」1771 年	 
	 















































































7.3. 人物と 2つの世界の表現：雲海による白抜きの空間表現	 
7.3.1. 北斎「武州玉川」とポンティングの「富士山頂より日の出を望む」	 



































































































































































第 2部	 ポンティングが捉えた日本 




	 1908 年、ポンティングが撮影した写真は、英国公使夫人であり作家であったメアリ ・ークロフォード・
フレイザー(Mary Crawford Fraser,1851–1922)が書いた文章とともに記事「聖なる日本の山」“The Sacred 
Mountain of Japan”を構成し、雑誌『カントリー•ライフ』Country Life に掲載された213。この記事は、1860
年代から横浜写真などで幾度となく他国に紹介されてきた富士山をテーマとしている214。 
	 ポンティングが撮影した合計 7 枚の写真は、記事のなかで大きく扱われている。たとえば、写真「松
の赤金の幹」は、本栖湖畔に群生している松の間から遠景の風景を撮影した作品であり、一紙面全てを
使って載せられた。 














































































	 1894 年、ヒューが亡くなると、彼女は約 4 年間の日本での生活を終えて帰国する。帰国後、彼女は、
あまり自らの生活や行動についての記録を残してはいない。しかし、晩年は、その大半をイタリアで過
ごし、英国にも少なからず暮らした形跡があるという。1906 年には、一度だけ日本を再び訪れたようで





















	 1922 年なると、英国皇太子エドワード 8 世(Edward Albert Christian George Andrew Patrick David Windsor、
1897–1972)が来日し、精進湖を旅の目的地の一つとした。エドワード 8 世が来日した際の新聞を確認し
てみると、精進湖周辺は、道路の整備もされていない奥地であったという記録が残されている222。精進



















ック(Dirk de Graeff van Polsbroek, 1833–1916)が登山を行った際に同行し撮影したのがベアトであったと
いう227。しかし、その時に、彼が山頂などで撮影した写真は、現在確認できていない228。 
	 ベアトをここで取り上げる理由は、彼が撮影した写真が 1880 年代半ばまでのおよそ 20 年以上もの間、
横浜写真として販売されていたからである。彼は、1860 年代から横浜で写真館を経営していたが、1877















図	 4.2.	 ベアト「須走より富士を望む」撮影時期不明	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図 4.3.ベアト	 二分割法	 
	  





賞者の視点は鮮明に写る前景にどうしても導かれてしまう。しかし、前景と遠景は、図 4.3 の CD のよ
うに S 字法を構図に取り入れることで結びつけられる。 












村の人々の様子を異国の情報として鑑賞者に提供したと考えられる。また、図 4.3 の CD が示すように、
奥にむかって極端に細くなるように S 字の道を画像に取り入れ、山に向かって視点誘導を行った。ベア
トは、このように左右非対称な構図を作り出し、鑑賞者が関心を持つと考えられる日本人の姿を写し出













































5. 雑誌『カントリー・ライフ』Country Life : 読者層とその特徴 
	 ここでは、雑誌の読者層、及び 1900 年代に掲載された日本についての記事を中心にまとめていく。
雑誌『カントリー・ライフ』は、1897 年に創設され、当時は『カントリー・ライフ・イラストレイテッ














ようになる。たとえば、日本についての特集は、1905 年以前は、わずか 2 本しか確認できなかったが、
1905 年以降に掲載された日本の特集記事は、1909 年までのおよそ 4 年間で 5 本となっている。日本を
題材とした記事の本数は 1905 年以前と比較して 2 倍以上となったのである。 
	 では、1905 年以前に『カントリー•ライフ』で取り上げられた日本についての記事を見てみよう。現
在確認できる 1905 年以前に掲載された日本に関する記事は、フレイザーによって書かれた「剣を鎮め
ること——なつかしい日本の物語——」 ‘The Slaking of the Swords: A Tale of Old Japan’（1902 年 12 月 13 日）







計 5 本である。特にそれらは 1907 年と 1908 年に集中している。そのうち、フレイザーやポンティング
が関わった記事は 4 本と圧倒的に多い。フレイザーの文章とポンティングの写真で構成された記事は、
「神の国」 ‘The Land of the God’ （1907 年 12 月 7 日）と、「聖なる日本の山」‘The Sacred Mountain of Japan’
（1908 年 1 月 4 日）の 2 本である。その後、ポンティングが取材をして文章と写真を担当した記事「剣
の装飾」‘The Adornment of the Swords–II’ （1908 年 12 月 12 日）、及び、ポンティングが写真を担当した


















































	 続いて、記事に掲載された写真について整理する。写真は合計 7 枚であり、それらのタイトル及び、
『カントリー・ライフ』以外で写真を掲載した媒体は以下のとおりとなっている。 
 写真のタイトル 記事「聖なる日本の山」以外で掲載された媒体 
1 「富士山」(Fuji San)  『富士山』 
2 「太陽に汚れなき祭壇をかかげる」 




























表 1.	 記事「聖なる日本の山」に掲載された写真	 
	 すでに述べたように、ポンティングは、1905 年に合計 26 枚の写真で構成された写真集『富士山』を
 96 
出版している。その写真集は、横浜、上海、香港、イギリス、そしてシンガポールでも出版された247。 







7. 自然に対する見解の差異:	 「太陽に汚れなき祭壇をかかげる」	 
7.1. ポンティングの写真：自然全体に向けられた視点 
図	 4.5.	 ポンティング「太陽に汚れなき祭壇をかかげる」1908 年	 








は、尾根と水平な雲が画像を横断するように写し、図 4.6 の AB で示すように画像を上下に二分割した。
では、この撮影者が用いた二分割法は、どのような効果をもたらしているのだろうか。 































引用：At its feet lie low ranges of hills like sleeping guards who may not come to the majesty they tend, 
for between them and it float long veils of cloud like level wings, dividing the sun-kissed snows from  































































引用：Beyond the rugged barrier range on the western side, the peerless Fuji-san, thickly shrouded with  
          newly-fallen snow, raised its proud crest high into the heavens-"a stainless altar of the sun"255.  
訳：西側のでこぼこした障壁の向こうには、最近降った雪で厚く被われた無類の富士山が、	 

















































































引用：The long volcanic slope, of serene regularity, which, ages since, the inner fires piled 12,000ft. 
above the level of the sea, sets all other features of the scenery back, and leads the eye to the summit 




















元歌：なまよみの	 甲斐の国	 うち寄する	 駿河の国と	 此方此方の	 国のみ中ゆ	 出で立
てる	 富士の高峰は	 天雲も	 い行きはばかり	 飛ぶ鳥も	 飛びものぼらず	 燃ゆる火を	 
雪もち消ち	 降る雪を	 火もち消ちつつ	 言ひも得ず	 名付けも知らず	 霊しくも	 います
神かも	 石花海と名付けてあるも	 その山の	 堤める海ぞ	 富士川と	 人の渡るも	 その山
の	 水の溢ちぞ	 日の本の	 大和の国の	 鎮めとも	 います神かも	 宝とも	 なれる山かも	 
駿河なる	 富士の高峰は見れど飽かぬかも 
 
	 	 英訳：A beauteous province atretched on either hand,  
	 	 	 	   See Fujiyama rear his head on high. 
 	 	 	    The clouds of heaven in rev’rent wonder pause,  
	 	 	 	   Nor may the birds those giddy heights assay,  
	 	 	 	   Where melt thy snow anmid thy fires away,  
	 	 	     Or thy fierce fires lie quenched beneath thy snows. 
	 	 	     What name might fully tell, what accents sing,  
	 	 	     Thine awful, godlike grandeur? ‘Tis thy breast  
 105 
	 	 	     That holdeth Narusha’s flood at rest,  
	 	 	     Thy side whence Fuzhikawa’s waters spring  
	 	 	     Great Fujiyama, towering to the sky! 
	 	 	     A treasure art thou given to mortal man,   
	 	 	     A treasure art thou given to mortal man,  
	 	 	     A god-protector watching o’er Japan:–– 
	 	 	     On thee forever let me feast mine eye! 
 
	 	 現代語訳：（なまよみの）甲斐の国と（うち寄する）駿河の国と	 両方の	 国の真ん中から	 そび 
	 	 え立つ	 富士の高峰は	 天雲も進みかね	 飛ぶ鳥も	 飛び上がらない	 燃える火を	 雪で消し	   
	 	 降る 雪を	 火で消しつづけ	 言いようも	 呼びようもないほど	 霊妙に	 まします神の山である 
	 	 よ	 石花の海と読んでいるのも	 その山の	 せき止めた湖であるぞ	 富士川といって	 人が渡る 
	 	 川も	 この山の激流であるぞ	 （日本の）大和の国の	 鎮めとして	 まします神であるよ	 国の宝 


















































	 チェンバレンは、『日本人の古典詩歌』The Classical Poetry of Japanese の中で、歌「富士の山を詠む歌
一首」を紹介し、そこに次のような説明文を載せている。実は、フレイザーは、このチェンバレンの説
明文をふまえて記事「聖なる日本の山」を書いていたことが明らかになっている。 
	 	  
引用：The lovely waterfalls of Shiraito-no-Taki, which form by far the most charming feature of the 
landscape surrounding the great volcano (not yet extinct in the poet’s time), have been strangely passed 
over in silence by him as by other poets his contemporaries. It is a common Japanese saying that no 










引用：I fancy the true cause of this silence is the deep religious awe with which the “lord Fuji” and his 










引用：Of all the pilgrimages which the pious Japanese love to make in the spring and summer, that to 








































図	 4.10．ポンティング「白いヴェール」1908 年 
 


























































































































	 1900 年、日本では「逓信省令第 42 号郵便規則」が施行され、私製絵葉書が至る所で販売されるよう
になった285。しかし、絵葉書が日本を紹介するための手段やお土産として主流となっても、立体的に異
国の風景を体験することができるという点で、ステレオ写真は、1920 年代までその人気が途絶えること
はなかったという286。ポンティングの写真を収めたボックスセット『立体鏡で見る日本』Japan through the 


























































ールズ・ホィートストン（Sir Charles Wheatstone	 1802–1875）によって作り出された卓上のものから、
オリバー・ウエンデル・ホームズ（Oliver Wendell Holmes 1809–1894）によって 1861 年に開発された小
型の持ち運びができるものまであった299。これは、元々は絵画などを見るためのものであったが、ダゲ








	 日本を題材としたステレオ写真も、1850 年代にはすでに撮影されていた。たとえば、1859 年に来日
したフランス人写真家ピエール・ジョゼフ・ロシエ(Pierre Joseph Rossier, 1829–没年不明)は、横浜の風景
を広がりのある空間として捉えている302。日本人写真家上野彦馬(1838–1904)に写真術を教えた人物とし
ても知られているこの写真家は、英国の出版社ネグレッティ&ザンブラ( Negretti & Zanbra )から派遣され、



















	 先に述べたように 1850 年代初頭からステレオ写真産業は始まっていたが、1873 年になると大不況の
影響を受ける304。多くの出版社は、現地に写真家を派遣して新しくボックスセットを制作するよりも、
すでにある写真をコピーしたり、海賊版を販売したりするようになったのである。その結果、質の低下






	 1882 年、エルマー・アンダーウッド(Elmer Underwood, 1859–1947)とバート・アンダーウッド(Bert 
Underwood, 1862–1943)の兄弟は、ステレオ写真の販売を始めた305。彼らは、訪問販売を行うことで 1880
年代に顧客数を飛躍的に引き上げたのである306。1897 年からは、同社の人気シリーズとなる世界各地の
風俗や風景を撮影した写真を収めた『世界一周旅行』Tour Around the World を出版する307。このボック
スセットは、本の形をした箱に 100 枚のステレオ写真を収めたものであり、その収納効率の良さからも




ていた。同社は、彼が 1896 年に発表した 72 枚の写真群に未発表の 28 枚を加えて 100 枚の写真群『日
本旅行』Tour of Japan を販売したのである310。のちにシュトロマイヤーは、ポンティングに撮影を依頼
することになるが、彼自身が撮影した日本の写真は、1904 年までのおよそ 9 年間という長期にわたり市
場に出回ることとなった。そして 1903 年、アンダーウッド&アンダーウッド社に転機が訪れる311。 












写真は 1 番と記され、それに続いて横浜の町並みや鎌倉で撮影された写真が 2 番から 11 番とされて 10
枚続く。11 番から 18 番までは箱根や富士山周辺で撮影された写真となり、ポンティングの写真集『富
士山』Fuji-san (1905)に収められた作品も含まれている。このように横浜港、横浜、鎌倉、箱根、富士山
という撮影地点と紹介される順序は、日本研究家バジル・ホール・チェンバレン(Basil Hall Chamberlain, 
 119 










































社 E.&H.T.アンソニー社の創設者であったエドワード・アンソニー(Edward Anthony, 1819–1888)がいる324。
彼は、「ニューヨークの路上光景」という写真を撮影している325。 
	 アンソニーは、雨の中、通りを歩く人々や走る馬車の様子に着目した。画像左側に写し出された建物






































図 5.4.	 マイブリッジ「雲の研究」1869 年	 
	 






















	 図 5.5.	 マイブリッジ	 「ギャロップ」	 1884–1887 年	 
 












































































































図 5.9.	 シュトロマイヤー「道頓堀、すなわち劇場通り」1896 年	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図 5.10.	 シュトロマイヤー	 	 	 	 	 	 	 図 5.11.	 シュトロマイヤー	 二分割法	 
 









































































































図 5.16. ポンティング「参拝者たち、露天商と鳩――浅草寺の南口にて」1904 年	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9. 図 5.18. シュトロマイヤー「浅草通りと雑踏」1986 年	 
	 































図 5.20.	 ポンティング「劇場通りで無料の劇を鑑賞、北にある浅草タワーにむかって」1904 年	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引用：The tower you see yonder stands in the temple grounds and is remarkable in this city of low 
buildings for having twelve stories. As you might judge from the utterly un-Japanese style of its 










































































表 1.	 『立体鏡で見る日本』の内訳	 
1 
太平洋船のそばの埠頭で入港客を迎える挨拶、横浜 
Greeting for newcomers on the pier along–side the Pacific Mail S.s. China at Yokohama, Japan. (1) 
2 
日本人居住区にあるばつ町の通りの絵のようなお店と群集、横浜 




Big sisters and little brothers in the Land of the Rising Sun. Yokohama, Japan. (3) 
4 
つるで覆われた校舎と校庭、遊んでいる子供達、横浜 








A Japanese Blacksmith at his forge, Yokohama, Japan. (6) 
7 
日暮れに帰る漁船、多摩川を超えて川崎まで西に、横浜 
Fishing boats coming home at sunset-west across Tamagawa to Kawasaki, near Yokohama, Japan. (7) 
8 
雑穀を刈っている農民、畑を超えて東に農家をのぞむ、横浜近郊 
Peasants cutting millet-looking eastward across field to farmhouse, near Yokohama, Japan. (8) 
9 
冬のためにキビ干しをしている農夫たち、横浜近郊 
Farmers with bamboo rakes spreading millet on mats dry for winter-near Yokohama, Japan. (9) 
10 
ミシシッピ・ベイの東向い、ペリーが日本を開国するために来た場所、横浜近郊 
East over Mississippi Bay, where Perry came(1854) opening Japan the world-near Yokohama. (10) 
11 
堂々とした落ち着きのある大きなブロンズの仏像、鎌倉 








Piligrim beggars beating little gongs-house covered with drying corn, near Lake Kawaguchi, Japan. (13) 
14 
精進湖の水に鏡映する冠雪の富士山 




Glorious Fuji, beloved by artists and ports seen from N.W. through pines at Lake Motosu,  Japan. (15) 
16 
彼らの疲れた登山の最後、巡礼者、神聖な富士山の火口を一回りする崇拝する巡礼者 




Peering from the lava-encrusted rim down Fujiyama's vast, mysterious crater, Japan. (17) 
18 
雲より 2 マイル上、富士山頂から 10 マイル離れた山中湖 
Two miles above the clouds-from Fujiyama, NF., over Lake Yamanaka,10 miles away, Japan. (18) 
19 
赤と黄色で色鮮やかな池上本殿寺にいる僧侶たち、仏典を置く青銅、大森 








Burden Bearers of Japan-a street scene in Tokyo. (21) 
22 
桜の木の下で、芝公園の大通りに沿って北東をながめる、東京 
Under the Cherry Blossoms-looking N.E. along the main avenue of Shiba Park, Tokyo Japan. (22) 
23 
上野公園の学童による戦争ごっこ、東京 
The warlike spirit in the youthful Japanese schoolboys in Ueno Park, Tokyo, Japan.(23)-3862 
24 
南正面、日本の上流階級の最も突出して裕福な大隈重信伯爵の屋敷、東京 




Serene simplicity of home of Count Okuma, one of the Mikado's richest subjects, Tokyo, Japan. (25) 
26 
和装の大隈伯爵、東京の自宅にて 
Count Okuma,Ex-Minister Foreign Affairs, leaders of Progressive party, at home Tokyo, Japan. (26) 
27 
大隈伯爵の屋敷にある温室で大事にされてきたほぼ 100 歳に近い矮性松と楓、東京 
Dwarf pines and maples nearly 100 years old, treasured in Count Okuma's greenhouse,Tokyo, Japan. (27) 
28 
食事をするかわいい芸者たち、東京 
Charming Geishas at dinner-the correct serving of Japanese meal. Tokyo, Japan. (28) 
29 
東京を通り抜ける浅草通り 
Asakusa street with its passing through Tokyo,Japan. (20) 
30 
浅草寺の南正面にいる参拝者、露天商、そして鳩、東京 
Worshippers, venders, and doves at south front of Asakusa Temple-Tokyo, Japan. (30) 
31 
劇場通りにある無料の芝居を鑑賞、北に浅草タワ-をのぞむ、東京 
Watching a free show on Theatre Street,-looking north to Asakusa Tower, Tokyo, Japan. (31) 
32 
美しい藤棚の下で昼食をとる花を愛する人々、東京 
Flower lovers lunching under beautiful Wisteria arbors-N. from round bridge Kameido, Tokyo, Japan. (32) 
33 
亀戸天神の太鼓橋を渡る参拝者、東京 








Main Street(of stairs) up steep side of Mt. Haruna(S.W.)at famous village of hot springs, Ikao, Japan. (35) 
36 
古風な趣のある村の校舎の前にある校庭で遊ぶ子供たち、軽井沢 
Little folks on their playground before the quaint village schoolhouse, Karuizawa Japan. (36) 
37 
浅間山、硫黄蒸気雲をいっぱいに浮かべる、日本で最も大きな活火山                                








Marvelously elaborate sculptures of Yomeimon (gate)Buddhist Temple of Yakushi, Nikko, Japan. (39) 
40 
百地蔵を拝む小作人、日光 
Peasant praying before long row of images of the God of Light-S. bank Daiya river (E) Nikko, Japan. (40) 
41 
古代の石畳階段、将軍家康の墓まで北に丘を登る日光 
Ancient stone stair-way up the hill north, to the tomb of shogun Ieyasu, Nikko, Japan. (41) 
42 
林は、神の最初の寺、日光 




Looking toward the setting sun, over lovely Lake Chuzenji, lying within its  mountain walls,Japan. (43) 
44 
急流の大谷川をこえる山駕籠の日本人女性、日光  
Japanese lady in yama-kago(mountain chair) crossing the torrential Daiya river near Nikko, Japan. (45) 
45 
広大な海の素晴らしい彫刻 美しい松島湾にある岩のアーチ型島 
Stupendous sculptures of the mighty sea-rock arch island in beautiful Matsushima Bay, Japan. (45) 
46 
奇妙な漁網を使う絵のような魚をおびき寄せる人,松島の湾にて 
A picturesque toller of the sea with curious fishing net, bay on  Matsushima, Japan. (46) 
47 
縦糸の間を通す準備が出来ている手で棉織物の生地を織っている田舎の主婦 
Peasant housewife weaving cotton cloth shuttle in hand ready to pass through the warp-Japan. (47) 
48 
鈴川の松林の下で休む旅人たち、東京から京都までの昔の駅馬車街道に沿って西に	 	 	                                               




Mediaeval moated castle of Japanese princes, occasionally used by the Mikado, Nagoya, Japan. (49) 
50 
木製の支えの上に頭をのせて布団の間で眠る少女、茶屋、彦根 




Looking east from Miidera temple over Otsu and its famous canal to serene Lake Biwa Japan. (51) 
52 
京都の四条大橋の天幕の下の真夏の往来、西にある賑やかな京都の大通り 
Mid-summer traffic under the awnings of Shijo-bashi,(west)a busy thoroughfare of Kyoto, Japan. (52) 
53 
仏教寺薬師寺の陽明門の驚くほどに凝った彫刻、日光 
Marvelously elaborate sculptures of Yomeimon (gate)Buddhist Temple of Yakushi ,Nikko,Japan. (53?) 
54 
目の保養、京都の茶屋のベランダに枝垂れる藤の房、京都                                     
A feast for the eyes-drooping clusters of wisteria over a tea-house porch-Kyoto,Japan. (54) 
55 
北野天満宮にて、リュウマチの治療のために牛のブロンズ像に触れる老婆、京都 
Devout woman stroking a bronze bull to cure rheumatism-Kitano Tenjin temple, Kyoto, Japan. (55) 
56 
樹木の奇跡、一船の形にされた一本の松、金閣寺、京都 
An arboreal wonder-a single pine trained into shape of boat(S.)Kinkakuji monastery, Kyoto, Japan. (56) 
57 
「おはよう」かわいい少女たちの挨拶 金閣寺庭園にて、京都 
O-hayo!(``Good morning)-greetings of pretty damsels in Kinkakuji temple garden, Kyoto, Japan. (57) 
58 
仁和寺を参拝する巡礼の女性たち、京都 












Coming and going under long rows of sacred torii,Shinto temple of Inari, Kyoto,Japan. (61) 
62 
左にある瓶から一本の棒を選び、この預言者に運勢を予想してもらう、稲荷神社、京都 
Choose a rod from the jar at left and have your fortune told by this seer, Inari temple, Kyoto, Japan. (62) 
63 
神聖な物を運ぶ派手な神道の行列、橋の向こうの帝国博物館に呪いをかける、京都 
A gay shinto procession carrying sacred objects-cast over bridge to Imperial Museum, Kyoto, Japan. (63) 
64 
八坂の五重塔の東、細い道に 300 年以上もそびえ立つ、京都 




“Under the bamboo trees”– looking S.W. through the famous avenue near Kiyomizu, Kyoto, Japan. 
(65)3904 
66 
知恩院にある大釣鐘、直線 9 フィート、ほぼ 300 年間鳴らしていた鐘、京都 
The Great Bell of Chion-in temple, 9 ft. diameter, which has rung for nearly 300 years, Kyoto,Japan. (66) 
67 
陶芸家と彼の轆轤、有名な錦光山工房で粟田磁器の花瓶を形作る、京都 








Expert workmen creating exquisite designs in cloisonné Mr.Namikawa in background, Kyoto, Japan. (69) 
70 
芸術産業において有名な指導者、並河氏の屋敷の南庭、京都 
South over garden from home of Mr. V. Namikawa, the famous leader in art-industries, Kyoto, Japan. (70) 
71 
輸出用陶磁器に絵付けをする女工たち、京都 
Pretty factory girls decorating cheap pottery for the foreign markets Kyoto,Japan. (71) 
72 
誠実な仏教徒が眠っている黒谷金戒光明寺の近くの墓場、京都 
Where faithful Buddhists lie at rest-cemetery near Kurodani monastery(north), Kyoto, Japan. (72) 
73 
丸太の筏における人々の刺激的な経験、桂にある保津川の急流、京都 
Exciting experience of men on a log-raft, shooting, the Hozu Rapids on the Katsura, Kyoto, Japan. (73) 
74 
田植えのための牛の田起こし、京都付近の宇治の主要路から北に 
Ploughing flooded ground for rice-planting-north from main highway Uji near Kyoto, Japan. (74) 
75 
日本の美しい内陸部にある農場で田植えをする忍耐強い労働者、京都付近 
Patient laborers transplanting rice-shoots on a farm in beautiful interior of Japan .near Kyoto. (75) 
76 
懐かしい日本の日当たりの良い丘に囲まれた宇治の有名な農園で茶摘をする少女たち 
Girls picking tea on famous plantation at Uji, among the sunny hills of old Japan. (76)3913 
77 
魅力的な青春期と年老いた人、石灯籠を数える美しい信仰者 
Charming youth and hoary age-a fair devotee counting the stone lanterns,Nara, Japan. (77) 
78 
春日大社で参拝に行く途中に鹿に餌をやる少女、奈良 
Girl feeding sacred deer on her way to players-grounds of Kasuga temple,Nara,Japan. (78) 
79 
堂々と壮麗な天王寺とたくさんの屋根がかけられた塔、大阪 
Stately splendor of the Tennoji temple and it many roofed pagoda looking S.W. Osaka, Japan. (79) 
80 
帝の最大の商業都市の一つを天王寺望む、大阪 
Looking from Tennoji Pagoda west over one of the Mikado's biggest commercial cities, Osaka, Japan.(80) 
81 
道頓堀の劇場、すなわち劇場通り、娯楽のために行く人々の町を北にながめて、大阪 




Feudal castle(16th century)of the proud Shoguns, with its strong wall and moat,(north),Osaka,Japan. (82) 
83 
住吉大社の美しい石灯籠、海の神々への願掛けのための捧げ物、大阪 
Beautiful stone lanterns at Sumiyoshi-votive offerings to the Gods of the Sea, (north) Osaka, Japan. (83) 
84 
古代的都市における近代的進歩――鴨川にかかる四条大橋を西にのぞむ、京都 
Modern improvements in an ancient city W. over the Kamogawa at Shjio Bridge, Kyoto, Japan. (84) 
85 
印象的な恵まれた仏教徒の葬列、堺への道、北東に大阪をのぞむ 
Impressive funeral procession of a rich Buddhist, on road to Sakaiー looking N.E.to Osaka,Japan. (85) 
86 
諏訪山の松の群生の高さから南西に裕福で素敵な神戸をのぞむ、神戸 




A street performer amusing the crowd, Kobe,Japan. (87) 
88 
内海の向こうの銀の道、播磨の岸を離れたボートから北をのぞむ 
A silvery path over the Inland Sea-looking north from a boat off the Harima shire, Japan. (88) 
89 
内海にある大幡の漁村、階段状になった水田を北にのぞむ 
Fishing village of Obatake on the Inland sea-looking north to the terraced rice- fields, Japan. (89) 
90 
鉱山の宿で私に楽をさせないということがあるのでしょうか？広島付近のホテルでの夏の夕食 
Shall I not take mine ease in Inn? Summer evening meal at hotel near Hiroshima, Japan. (90) 
91 
 波がその寺の階段を登る場所、海から立ち上がる神聖な鳥居、安芸の宮島 
Where the tides climb the temple stairs-sacred torii rising from the sea, Miyajima, Japan. (91) 
92 
鉄のくしに大麦を通すことで脱穀するつつましい農民の妻たち、岩国近郊 
Thrifty farmers' wives heading barley pulling it through iron combs near Iwakuni, Japan. (92) 
93 
 岩国の錦川にかかる驚異的な 5 のアーチの橋、錦帯橋 
 Extraordinary five-arch bridge over the Nishikigawa at Iwakuni (looking north) Japan. (93) 
94 
瀬戸内海海の漁場の横の麦打ち、南西に大島をのぞむ                                                     
Flailing barley beside a fishing beach on the Inland Sea(looking S.E.)to Oshima Island,Japan.(94) 
95 
踏石が交差している湖、水前寺公園、熊本 
Crossing the lake stepping stones(N.E.model of Fujiyama)Suizenji Park, Kumamoto, Japan. (95) 
96 
阿蘇山の噴火口の恐ろしい深さを硫黄を通して眺める                                               
Gazing through sulphurous vapors into the crater's frightful depth,Aso-San, Japan. (96?) 
97 
阿蘇山の火山の半分以上まできている蒸気と煮えたぎる泥の爆発を見る 
Watching an eruption of steam and boiling mud half way up the volcano of Aso-san, Japan. (97) 
98 
阿蘇山の古い火口にある肥沃な田の向こう側に熊本に向かって西をのぞむ 
Looking W.toward Kumamoto across fertile rice fields in the old crater of Aso-san, Japan. (98?) 
99 
入港中の船の向こう側にある長崎港を守る要塞化された丘を北にのぞむ 
Looking N. over vessels in harbor to fortified hills that defend the port of Nagasaki,Japan. (99) 
100 
要塞化された海軍の駐屯地でシベリア船に石炭を積込む 
Coaling the Pacific Mail S.S. Siberia at the fortified naval station of Nagasaki, Japan. (100) 
出典：[Ponting, Herbert George.] Japan through the Stereoscope. New York: Underwood &  












	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
 145 













	 シドモアは、1884 年から 1928 年までの間に幾度も日本を訪れ、1891 年には著書『シドモア	 日本紀
行』Jinrikisha Days in Japan を出版している355。シドモアを比較対象とするのは、彼女がポンティング
と同じ工房を二ヶ所訪ねて記録を残しており、その記述には、当時の西洋において、日本の工芸に対す



























記事を書いていた。彼女は、1885 年から 1928 年の間に幾度も日本を訪れ、1891 年には著書『シドモア	 








いても勧業博覧会などを開催していた357。その回数は、合計 25 回になるという358。ここでは、1873 年

























	 1876 年に出版された『フランク・レスリーのフィラデルフィア万国博覧会の歴史的記録、1876 年』

























































































著書や雑誌の出版日を踏まえると、シドモアは、1884 年から 1891 年の間、そしてポンティングは 1901



























































































引用：The wheel revolves on a vertical axis below. The potter sets it whirling every little while with a 
dexterous touch of those lean hands, and his manipulations of the soft grayish clay soon produce from 
the shapeless lump with which he started a vase of perfect symmetry and more or less elaborate design. 
His only tools are a few sticks of different shapes and sizes. The big bowl holds water with which to wet 
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 美術史家ボルヘルトは、フランドル人画家ヤン・ファン・エイク（Jan van Eyck, 1390?–1441）が描い
























































真を見てみよう。これは、1909 年 11 月 6 日に刊行された雑誌『カントリー・ライフ』の記事「なつか























































































































































であるというような意識を超えて、芸術家として純粋な目で被写体を捉えていたことが明らかとなった。	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年譜	 ハーバート・ジョージ・ポンティング(Herbert George Ponting, 1870–1935) 
西暦 和暦 ポンティングに関する事項 写真史上の事項 世界史上、日本史上の事項 
1854 年 安政元年 	  	  ・日米和親条約によって下
田と箱館の開港 







1861 年 万永 2 年 	  ・写真家オサリヴ
ァンが南北戦争











1862 年 文久 2 年 	  	  ・第 2 回ロンドン万博が開
催される。	 	 	 	 	 	 	 	     
・モリスが自社作品を出品
し高い評価を得る。 






































西暦 和暦 ポンティングに関する事項	 写真史上の事項	 世界史、日本史上の事項	 
1872 年 明治 5 年 	  ・写真家マイブリ
ッジが動態写真
撮影の研究を開





される。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
・東京－横浜間の鉄道が開
業する。 
1873 年	 明治 6 年	 	  	  ・ウィーン万博が開催され、
明治政府として初めて公式
に万博に参加する。 
1876 年 明治 9 年 	  	  ・フィラデルフィア万博が

















1880 年 明治 13 年 	  ・ベアトの弟子、
日下部金幣衛が
横浜に写真館を

























西暦 和暦 ポンティングに関する事項 写真史上の事項	 世界史、日本史上の事項	 














1887 年 明治 20 年 	  	  ・イギリスでアーツ・アン
ド・クラフツ展示協会が結
成される。	 	 	 	 	 	    	 	 	  
・岡倉覚三が東京美術学校
を創設する。 

















































西暦 和暦 ポンティングに関する事項	 写真史上の事項	 世界史、日本史上の事項	 










	  	  
1894 年 明治 27 年 	  	  ・日清戦争が勃発する。	 	 
(〜1895 年） 



















	  	  



































西暦 和暦 ポンティングに関する事項	 写真史上の事項	 世界史、日本史上の事項	 


















1903 年 明治 36 年 ・アンダーウッド＆アンダ
ーウッド社よりステレオ写
真の撮影依頼を受け再び来






1904 年 明治 37 年 ・H.C.ホワイト・カンパニ
ーの依頼によって来日し、

















































西暦	 和暦	 ポンティングに関する事項	 写真史上の事項	 世界史、日本史上の事項	 
1906 年 明治 39 年 ・日本での最後の撮影をし、
アメリカへ戻る。	 	 	 	 	 	 	 	 	  
・写真集『日本研究』が出
版される。 
	  	  















	  	  
1912 年 明治 45 年 ・南極からイギリスに帰国
する。 
	  	  
1914 年 大正 3 年 	  	  ・第一次世界大戦が始まる。
（〜1918 年） 




1935 年 昭和 10 年 ・2 月 7 日、ロンドンにて
死亡する。 
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Terry Bennett, Photography in Japan 1853-1912, North Clarendon, Vermont: Tuttle, 2006, p. 45. 
図 5.3. アンソニー「ニューヨークの路上光景」1859 年 
	 ナオミ・ローゼンブラム『写真の歴史』 (A World History of Photography, 1984)、飯沢耕太郎（監修）、
美術出版社、1998 年、171 頁。 
図 5.4. マイブリッジ「雲の研究」1869 年 
	 ナオミ・ローゼンブラム『写真の歴史』 (A World History of Photography 1984) 、飯沢耕太郎（監修）、
美術出版社、1998 年、133 頁。 
図 5.5.	 マイブリッジ「ギャロップ」“Gallop” 1884–1887 年 
	 Todd Gustavson, Camera, New York: Sterling Innovation, 2009, p.94. 
図 5.6.	 シュトロマイヤ 「ー道頓堀、すなわち劇場通り」“Dotombori, or Theater Street, Osaka, Japan,” Tour 
of Japan.1896 年 
 Terry Bennett, Photography in Japan1853-1912, North Clarendon, Vermont: Tuttle, 2006, p. 247.  
図 5.7.	 シュトロマイヤー	 一画面	 	  
図 5.8.	 シュトロマイヤー	 二分割法 
図 5.9. ポンティング「町の人々が娯楽の為に行く道頓堀、すなわち劇場通り—北にむかって—」“(81) 
Dotonbori, or Theatre Street—Looking north—where the towns-people go for amusement, Osaka, Japan,” 1904 年
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Japan through the Stereoscope, 1904 年、長崎大学付属図書館蔵。 
図 5.10.	 ポンティング、一画面         
図 5.11.	 ポンティング、対角線構図に近い二分割法 
図 5.12.	 ポンティング「日本人居住区のばつ町通りの絵のようなお店と群集」“(2) Picturesque shops and 
crowds on Batsumati Street, in the native quarter—Looking S.W. Yokohama, Japan,”	 1904 年 
 Japan through the Stereoscope. 1904 年、長崎大学付属図書館蔵。 
図 5.13. ポンティング、一画面 
図 5.14. ポンティング、三分割法 
図 5.15	 ポンティング、拡大図 
図 5.16. ポンティング「参拝者たち、露天商と鳩――浅草寺の南口にて」“Worshippers, Venders and Dove, 
at South Front of Asakusa Temple–Tokyo–Japan,” 1904 年 
Japan through the Stereoscope. 1904 年、長崎大学付属図書館蔵。 
図 5.17. ポンティング、一画面 
図 5.18. シュトロマイヤー「浅草通りと雑踏」“Asakusa Street with the passing throngs, Tokyo, Japan,” 1896
年 
Japan through the Stereoscope. 1904 年、長崎大学付属図書館蔵。 
図 5.19. シュトロマイヤー、一画面 
図 5.20. ポンティング「劇場通りで無料の劇を鑑賞、北にある浅草タワーにむかって」“(31) Watching a 
Free Show, on Theatre Street, looking north to Asakusa Tower, Tokyo, Japan,” 1904 年 
Japan through the Stereoscope. 1904 年、長崎大学付属図書館蔵。 
図 5.21. ポンティング、一画面 
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図 6.1. ポンティング「陶芸家と彼の轆轤、錦光山陶磁器工房」“A Potter and his Wheel, Kinkosan Porcelain 
Works, ”Japan through the Stereoscope. 1904 年、長崎大学付属図書館蔵。 
図 6.2.シドモア「並河の工房にて」“In Namikawa’s Work-Room” 1890 年頃 
	 Scidmore, Eliza Ruhamah. Jinrikisha Days in Japan.1891, p. 288. 





図 6.4.	 「京都の名工	 Y. 並河」“The Master-Craftsman, Y. Namikawa, of Kyoto,” 1903 年 
‘The Work of a Japanese Craftsman’, World’s Work, 1903, p. 3120. 
図 6.5.	 ポンティング、黄金分割 
図 6.6. ポンティング「伊藤博文」“Prince Ito” 1909 年 
Country Life, 1909, p.643 
 
注：本稿で使用した写真画像は、古く色褪せているものが多数あった。よって、それらの白黒写真を撮
影当時により近い状態で考察するために、論者自身が色の調整を施している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
